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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第162期
第２四半期
連結累計期間

第163期
第２四半期
連結累計期間

第162期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 1,769,388 1,604,342 3,344,051

経常損失（△） (千円) △172,710 △255,228 △859,511

親会社株主に帰属する四半期純
損失（△）又は親会社株主に帰
属する当期純利益

(千円) △367,203 △267,621 1,066,254

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △522,366 △258,729 1,088,341

純資産額 (千円) 646,018 1,961,299 2,256,304

総資産額 (千円) 5,673,192 6,140,970 6,711,095

１株当たり四半期純損失金額
（△）又は１株当たり当期純利
益金額

(円) △51.55 △37.58 149.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 10.4 31.0 32.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △284,051 △327,402 △671,955

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △297,317 △20,722 1,653,146

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 166,354 △131,750 △155,842

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 947,996 1,681,398 2,174,580
 

 

回次
第162期
第２四半期
連結会計期間

第163期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △46.30 △15.95
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純損失(△)又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失(△)又は親会社

株主に帰属する当期純利益」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、本文中における事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(継続企業の前提に関する重要事象等)

　当社グループは前連結会計年度において経常損失を計上し、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような

事象又は状況が存在しております。

　しかしながら、連結財務諸表提出会社である当社は当該状況を解消すべく、国内工場統合による生産効率改善の推

進、総経費の圧縮等の、経営諸施策を実施し、経営体質の改善を更に推し進めております。さらには、メキシコにおけ

る生産子会社の事業拡大・安定化を強力に推進しております。

　これらの対応策を実施することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しておりま

す。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策、金融緩和政策を背景に企業収益や雇用

環境等の改善がみられ、景気は緩やかな回復基調にあるものの、輸入原材料価格の高騰、物価上昇の警戒による個

人消費の伸び悩み、欧州の不安定な情勢、中国や新興国経済の成長減速等により、依然として先行きの不透明感が

続いております。

当繊維業界におきましても、国内外の事業環境の変化、輸入原材料価格の高騰、企業間競争の激化により、依然

として厳しい環境にあります。

このような状況のもと、当社グループは、工場集約の最適化を追求した生産効率、収益の改善、得意とする素

材・加工の開発・販売、海外生産拠点の事業拡大・安定化を継続して強力に推進しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は16億４百万円(前年同四半期比9.3％減)、経常損失は２億55百万

円(前年同四半期は１億72百万円の損失)、親会社株主に帰属する四半期純損失は２億67百万円(前年同四半期は３億

67百万円の損失)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　繊維事業

衣料用途においては、得意とする複合、高次加工商品は堅調に推移しましたが、国内需要の変化、停滞等の

中、総じて減少となりました。資材用途においては、車輌、高機能繊維商品関連は堅調に推移しました。

以上の結果、繊維事業全体における売上高は13億89百万円（前年同四半期比8.1％減）、営業損失は１億96百万

円（前年同四半期は２億50百万円の損失）となりました。

②　その他

機械製造・修理事業、内装業においては、売上減少となりました。

以上の結果、その他における売上高は２億15百万円(前年同四半期比16.5％減)、営業利益は２百万円（前年同

四半期比72.7％減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ５億70百万円減少し、61億40百万円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金の減少４億93百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ２億75百万円減少し、41億79百万円となりました。主な要因は、未払法人税等

の減少１億10百万円、長期借入金の減少74百万円等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億95百万円減少し、19億61百万円となりました。主な要因は、親会社株主

に帰属する四半期純損失２億67百万円の計上によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ４億93百万円減少し、16

億81百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費91百万円等による増加

要因と、税金等調整前四半期純損失２億55百万円、法人税等の支払額１億21百万円等による減少要因により、３

億27百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は２億84百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出18

百万円等により、20百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は２億97百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出94百

万円、配当金の支払額35百万円等により、１億31百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は１億66百万円の収

入）となりました。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における、グループ全体の研究開発費の総額は7,900千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,140,078 7,140,078
東京証券取引所　
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
で　　あります。

計 7,140,078 7,140,078 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年７月１日～  
平成27年９月30日

― 7,140,078 ― 506,000 ― 130,686
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

西川文平 石川県金沢市 2,396 33.6

鳥海節夫 東京都台東区 660 9.3

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２-10 377 5.3

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社

東京都渋谷区恵比寿１丁目28-１ 248 3.5

損害保険ジャパン日本興亜株式
会社

東京都新宿区西新宿１丁目26-１ 168 2.4

山口喬 東京都文京区 139 1.9

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６-１ 69 1.0

岩沼香織 東京都新宿区 65 0.9

中村昭雄 神奈川県横浜市 63 0.9

堀田英雄 福岡県中間市 61 0.9

計 ― 4,253 59.6
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
　普通株式 15,000

― 単元株式数1,000株

(相互保有株式)
　普通株式 11,000

― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式　7,086,000 7,086 同上

単元未満株式 普通株式 28,078 ― 単元株式数(1,000株)未満の株式

発行済株式総数           7,140,078 ― ―

総株主の議決権 ― 7,086 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
倉庫精練株式会社

石川県金沢市古府町南459番地 15,000 ─ 15,000 0.21

(相互保有株式)
株式会社キョクソー

石川県白山市八田町29 11,000 ─ 11,000 0.15

計 ― 26,000 ─ 26,000 0.36
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

倉庫精練株式会社(E00596)

四半期報告書

 8/21



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,237,580 1,744,398

  受取手形及び売掛金 784,268 876,486

  商品及び製品 274,376 214,536

  仕掛品 127,212 184,096

  原材料及び貯蔵品 194,583 213,618

  繰延税金資産 4,662 4,530

  その他 372,923 328,053

  貸倒引当金 △2,628 △2,633

  流動資産合計 3,992,979 3,563,087

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,545,491 1,485,368

   機械装置及び運搬具（純額） 673,055 584,270

   その他（純額） 267,763 280,268

   有形固定資産合計 2,486,311 2,349,907

  無形固定資産 5,970 6,642

  投資その他の資産   

   投資有価証券 173,296 169,056

   その他 55,404 55,140

   貸倒引当金 △2,865 △2,865

   投資その他の資産合計 225,835 221,332

  固定資産合計 2,718,116 2,577,882

 資産合計 6,711,095 6,140,970

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 576,476 611,128

  1年内返済予定の長期借入金 191,116 174,596

  未払法人税等 126,345 15,960

  賞与引当金 41,339 28,163

  その他 262,066 204,917

  流動負債合計 1,197,345 1,034,765

 固定負債   

  長期借入金 2,530,746 2,455,952

  役員退職慰労引当金 28,912 25,074

  退職給付に係る負債 530,530 498,288

  負ののれん 5,275 4,816

  資産除去債務 92,917 93,551

  その他 69,065 67,224

  固定負債合計 3,257,446 3,144,906

 負債合計 4,454,791 4,179,671
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 506,000 506,000

  資本剰余金 130,686 130,686

  利益剰余金 1,603,928 1,300,680

  自己株式 △2,546 △2,625

  株主資本合計 2,238,068 1,934,741

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 20,868 19,597

  為替換算調整勘定 59,694 46,986

  退職給付に係る調整累計額 △118,225 △96,293

  その他の包括利益累計額合計 △37,663 △29,710

 非支配株主持分 55,898 56,267

 純資産合計 2,256,304 1,961,299

負債純資産合計 6,711,095 6,140,970
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 1,769,388 1,604,342

売上原価 1,728,544 1,472,985

売上総利益 40,843 131,357

販売費及び一般管理費 ※1  274,422 ※1  319,782

営業損失（△） △233,579 △188,425

営業外収益   

 受取利息 378 179

 受取配当金 3,803 1,463

 受取賃貸料 44,894 44,141

 持分法による投資利益 1,044 -

 為替差益 41,011 -

 その他 10,145 6,698

 営業外収益合計 101,278 52,482

営業外費用   

 支払利息 21,725 20,170

 賃貸費用 10,136 10,819

 持分法による投資損失 - 2,031

 為替差損 - 82,976

 その他 8,546 3,288

 営業外費用合計 40,409 119,285

経常損失（△） △172,710 △255,228

特別利益   

 固定資産売却益 29,517 -

 投資有価証券売却益 72,460 -

 特別利益合計 101,977 -

特別損失   

 固定資産処分損 284,879 -

 特別損失合計 284,879 -

税金等調整前四半期純損失（△） △355,612 △255,228

法人税等 10,640 11,464

四半期純損失（△） △366,252 △266,693

非支配株主に帰属する四半期純利益 951 928

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △367,203 △267,621
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純損失（△） △366,252 △266,693

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △46,548 △1,260

 退職給付に係る調整額 20,715 21,932

 為替換算調整勘定 △130,280 △12,707

 その他の包括利益合計 △156,113 7,963

四半期包括利益 △522,366 △258,729

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △523,318 △259,668

 非支配株主に係る四半期包括利益 951 938
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △355,612 △255,228

 減価償却費 81,810 91,466

 持分法による投資損益（△は益） △1,044 2,031

 有形固定資産処分損益（△は益） 284,879 -

 有形固定資産売却損益（△は益） △29,517 -

 投資有価証券売却損益（△は益） △72,460 -

 その他の償却額 △459 △459

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,225 △32,241

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 838 △3,837

 賞与引当金の増減額（△は減少） 2,435 △13,176

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △977 5

 受取利息及び受取配当金 △4,182 △1,642

 支払利息 21,725 20,170

 為替差損益（△は益） △41,011 82,976

 売上債権の増減額（△は増加） 257,551 △92,218

 たな卸資産の増減額（△は増加） 133,003 △16,078

 仕入債務の増減額（△は減少） △161,871 34,651

 その他の資産の増減額（△は増加） △158,089 64,723

 その他の負債の増減額（△は減少） 64,511 △69,222

 小計 15,304 △188,081

 利息及び配当金の受取額 4,707 1,904

 利息の支払額 △21,462 △20,092

 工場再編に伴う支出 △282,337 -

 法人税等の支払額 △263 △121,133

 営業活動によるキャッシュ・フロー △284,051 △327,402

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） 20,000 -

 有形固定資産の取得による支出 △768,498 △18,886

 有形固定資産の除却による支出 △53,844 -

 有形固定資産の売却による収入 250,000 -

 無形固定資産の取得による支出 - △1,515

 投資有価証券の売却による収入 241,240 -

 従業員に対する貸付金の回収による収入 51 -

 その他の支出 △200 △321

 その他の収入 13,932 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △297,317 △20,722
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 200,000 -

 長期借入れによる収入 1,106,220 -

 長期借入金の返済による支出 △1,138,138 △94,318

 自己株式の取得による支出 - △78

 配当金の支払額 - △35,626

 非支配株主への配当金の支払額 △570 △570

 リース債務の返済による支出 △1,157 △1,157

 財務活動によるキャッシュ・フロー 166,354 △131,750

現金及び現金同等物に係る換算差額 15,243 △13,306

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △399,770 △493,182

現金及び現金同等物の期首残高 1,347,767 2,174,580

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  947,996 ※1  1,681,398
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効税率を

使用して計算した金額を計上しております。
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(四半期連結損益計算書関係)

　 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

給与・賞与等 90,393千円 77,138千円

退職給付費用 11,785〃 11,049〃

役員退職慰労引当金繰入額 2,182〃 1,643〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 1,010,996千円 1,744,398千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△63,000〃 △63,000〃

現金及び現金同等物 947,996千円 1,681,398千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金  35,626  5.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

EDINET提出書類

倉庫精練株式会社(E00596)

四半期報告書

16/21



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント その他 合計 調整額
四半期連結損益計
算書計上額

繊維事業 (注)1  （注）2 （注）3

売上高      

  外部顧客への売上高 1,511,744 257,643 1,769,388 ― 1,769,388

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 18,361 18,361 △18,361 ―

計 1,511,744 276,004 1,787,749 △18,361 1,769,388

セグメント利益又は損失(△) △250,312 10,614 △239,697 6,118 △233,579
 

(注) 1「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種機械の製造販売業及び内装業等

を含んでおります。

 2 セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

 3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント その他 合計 調整額
四半期連結損益計
算書計上額

繊維事業 (注)1  （注）2 （注）3

売上高      

  外部顧客への売上高 1,389,151 215,191 1,604,342 ― 1,604,342

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 8,181 8,181 △8,181 ―

計 1,389,151 223,372 1,612,524 △8,181 1,604,342

セグメント利益又は損失(△) △196,895 2,899 △193,995 5,570 △188,425
 

(注) 1「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種機械の製造販売業及び内装業等

を含んでおります。

 2 セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

 3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

1株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △51円55銭 △37円58銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△) （千円）

△367,203 △267,621

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額（△）(千円)

△367,203 △267,621

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,123 7,121
 

　
(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

倉庫精練株式会社(E00596)

四半期報告書

20/21



独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成27年11月13日

倉庫精練株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　本　栄　一　 　 　 印

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉　　　淳　一   　　 印

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている倉庫精練株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、倉庫精練株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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